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ジャーナリストスクール
令和７年８月７・10・11・16日

東日本大震災・原子力災害伝承館 双葉町

郡山市青少年会館

郡山市市民交流プラザ ビッグアイ

小
中
高
生
が
新
聞
作
り

復
興
の
取
り
組
み
取
材

７
日
は
、
双
葉
町
の
東
日
本
大
震

災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
で
開
会
式

を
行
っ
た
。
続
い
て
児
童
生
徒
は
、

一
般
社
団
法
人
ふ
た
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
双
葉
町
）
、
中
間
貯
蔵
事
業
情

報
セ
ン
タ
ー
（
大
熊
町
）
、
Ｊ
Ａ
Ｅ

Ａ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｙ
Ｓ
ｉ
Ｓ

Ｌ
Ａ
Ｂ

．
（
同
）
、
福
島
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
（
浪
江
町
）
、
と

み
お
か
ア
ー
カ
イ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
富
岡
町
）
、
と
み
お
か
ワ
イ
ナ
リ

ー
（
同
）
を
訪
れ
た
。
施
設
内
を
見

学
し
、
メ
モ
や
写
真
を
と
り
な
が
ら

担
当
者
に
積
極
的
に
質
問
し
た
。

10
、
11
の
両
日
は
、
郡
山
市
青
少

年
会
館
で
班
ご
と
に
原
稿
を
執
筆
し

た
。
高
校
生
の
班
長
の
下
で
話
し
合

い
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や
見
出
し
も
ま
と

め
た
。
学
校
新
聞
を
長
年
指
導
し
て

い
る
実
行
委
員
長
の
武
内
義
明
さ
ん

（
相
馬
高
講
師
）
、
福
島
民
報
社
と

福
島
民
友
新
聞
社
の
記
者
、
過
去
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ス
ク
ー
ル
参
加
者

が
助
言
し
た
。

16
日
は
、
郡
山
市
の
ビ
ッ
グ
ア
イ

７
階
の
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で
発
表
会

に
臨
ん
だ
。
子
ど
も
た
ち
は
、
取
材

で
学
ん
だ
成
果
や
新
聞
を
、
特
別
講

師
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
池
上
彰
さ
ん

ら
に
披
露
し
た
。
「
事
前
に
考
え
て

い
た
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
と
実
際
と
が

違
っ
て
い
て
驚
い
た
」
「
取
材
し
た

情
報
の
う
ち
、
ど
の
部
分
を
新
聞
に

入
れ
る
か
苦
労
し
た
」
な
ど
と
振
り

返
っ
た
。
司
会
は
Ｏ
Ｇ
の
鈴
木
麻
友

さ
ん
が
務
め
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ス
ク
ー
ル
は
13

回
目
。
「
震
災
・
原
発
災
の
経
験
・

教
訓
、
復
興
状
況
伝
承
事
業
」
と
し

て
県
、
ふ
く
し
ま
の
学
び
実
行
委
員

会
が
主
催
し
た
。
郡
山
市
教
委
の
共

催
、
県
教
委
、
県
小
学
校
長
会
、
県

中
学
校
長
会
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の

後
援
、
福
島
民
報
社
と
福
島
民
友
新

聞
社
の
特
別
協
力
。

福
島
県
内
の
児
童
生
徒
が
、
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第

１
原
発
事
故
か
ら
14
年
が
過
ぎ
た
県
内
を
取
材
し
新
聞
を
作
る
「
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ス
ク
ー
ル
」
は
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
８
月
７
、

10
、
11
、
16
の
４
日
間
、
双
葉
郡
と
郡
山
市
で
開
か
れ
た
。
小
学
５

年
生
か
ら
高
校
２
年
生
ま
で
の
39
人
が
、
郡
内
で
復
興
に
取
り
組
む

団
体
や
施
設
を
取
材
し
た
。記
事
、レ
イ
ア
ウ
ト
、
見
出
し
を
考
え
、

各
地
の
歩
み
や
将
来
を
伝
え
る
新
聞
を
完
成
さ
せ
た
。

特
別
講
師
の
池
上
彰
さ
ん
は

最
終
日
の
発
表
会
で
、
六
つ
の

班
ご
と
に
作
っ
た
新
聞
や
発
表

に
つ
い
て
講
評
し
た
。
発
表
会

に
先
立
ち
交
流
会
も
あ
り
、
参

加
者
と
一
緒
に
昼
食
を
取
り
な

が
ら
懇
談
し
た
。

個
別
講
評
で
は
、
取
材
し
た

子
ど
も
た
ち
に
記
事
の
表
現
や

意
味
に
つ
い
て
質
問
。
「
口
頭

で
話
し
た
部
分
を
新
聞
に
盛
り

込
ん
で
は
ど
う
か
」
「
自
分
で

分
か
っ
て
い
て
も
、
読
者
に
は

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
基

本
的
な
部
分
で
も
記
事
に
書
く

必
要
が
あ
る
」
な
ど
と
助
言
し

た
。全

体
講
評
で
は
「
新
聞
の
出

来
は
も
ち
ろ
ん
、
取
材
の
体
験

や
感
想
を
踏
ま
え
た
発
表
も
聞

き
応
え
が
あ
っ
た
」
と
た
た
え

た
。
今
回
の
体
験
を
基
に
「
新

た
な
気
付
き
を
大
事
に
し
よ

う
」「
今
の
ふ
く
し
ま
を
県
外
、

海
外
に
広
く
伝
え
て
」
な
ど
と

期
待
を
込
め
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
を
経
て
75
歳
に

な
っ
た
今
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
し
て
活
動
す
る
自
身
の
経
験

を
紹
介
。
「
勉
強
、
生
活
、
治

安
な
ど
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち

は
世
界
の
中
で
も
恵
ま
れ
て
い

る
」
「
私
た
ち
に
と
っ
て
当
た

り
前
の
こ
と
で
も
、
海
外
で
は

当
た
り
前
で
は
な
い
。
世
界
の

広
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
た
。

池上彰さん特別講師

子
ど
も
た
ち
の
質
問
に
答
え
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
心
構
え
を
説
く
池
上
彰
さ
ん

県
外

海
外
に
広
く
伝
え
て

特別講師の池上彰さん（前列左から５人目）を囲むジャーナリストスクール参加者とＯＢ・ＯＧ
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